YS市庭コミュニティ―財団　応募要項
応募要項の主旨
　私達は日常の生活において、大きかれ小さかれを問わず、何らかのコミュニティーに包まれていることにより、お互いの意思疎通を円滑にした生活を過ごすことが出来、そのコミュニティーのお陰で、相対的な意思の合意形成を心がけることができます。
　弊財団の助成にて、新たなコミュニティー育成、および醸成に励む諸団体の皆様方におかれましては、2019年度期（平成31年10月～令和2年9月末）の前半においては事業活動を順調に行って頂いていたものの、件の新型コロナウイルス感染を避けるため、2020年3月以降に予定されていた事業活動に関してはすべて中止、延期となり、大変残念では御座いますが苦渋の決断をして頂いた形となっております。
　この新型コロナウイルス病禍の推移いかんでは、全国のNPO等が活動不全に陥る可能性もあり、弊財団としても大変な危機感を抱いている次第です。
　そこで、今年度は新型コロナウイルス病禍により影響を受けた地域コミュニティーの修復を促す、といった NPO団体の活動方策を重点的に配慮し、選考をすすめることにします。


１　助成対象分野と活動内容

助成対象の分野は、地域と暮らし・環境・文化・芸術・スポーツなど広く含むこととし、活動内容は、下記の共鳴するコミュニティーづくりを行うNPO法人、団体等によるコミュニティー活動とします。
１）コミュニティー振興及びまちづくりに関する事業
　　２）社会教育及び文化・スポーツに関する事業

　　３）その他この法人の目的を達成するために必要な事業
具体的には上記目的の達成や事業内容にそった地域活動、自己教育推進、体験学習等への助成を行います。
（注1） 助成活動の焦点を講演会・セミナー・イベント・学級講座等の三密行動「密閉・密集・密着」を伴う活動から、デジタル・システム活用、分散型活動等へ切り替えることも配慮してください。

（注2） 新型コロナウイルス病禍を克服して、日々生活する人々が活気に満ち、地域再生、自然体験、暮らし・文化芸術の発展、運動機会の創出、社会的孤立の解消、読書・子どもの学び応援、多様な価値観を理解する社会形成等に寄与し、社会の一隅を照らすNPO活動を応援したいと考えます。
（注3） 新型コロナウイルスが終息すると思われる2～3年後に焦点を合わせたコミュニティー資源の発掘、育成維持、復活等の活動も応援します。
２　対象の団体の要件

この助成事業は、下記の要件を満たす団体を対象とします。ただし、団体の目的や活動の内容が、政治・宗教などに偏っている活動は除きます。

（1）コミュニティー活動する団体

（2）営利を目的としない団体
（3）日本国内外を対象に活動する日本国内の団体
（4）設立や運営に企業が主体的に関わっていない団体

（5）団体の法人格の有無や種類は問わないがNPO法人等を当面優先する。

継続助成団体について、前年の助成の目的を達しつつあり、さらなる助成により発展が期待される活動に対して、選考委員会が審査し助成を行います。

また、継続助成の対象団体は以下の通りです。

（1）継続2年目助成は、前年度助成を受けた団体

（2）継続3年目助成は、2年継続助成を受けた団体

（3）前年度の助成の目的を達しつつあり、さらなる助成により発展がより期待される活動については、翌年度以降も、選考委員会の審査を行ったうえで、継続して助成を行います。
３　助成の内容

　　1）コミュニティー事業

　①コミュニティー振興及びまちづくりに関する事業

②社会教育及び文化・スポーツに関する事業

　2）防災講座・職場体験セミナー等の開催助成

　　　　①防災食講座　　②防災ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ体験講座　　③お料理体験等の各種体験講座等
　3）体験学習（職場体験等）

4）助成総額

1,500万円程度（原則、継続助成団体を含める）
　 総額くくりとし、各カテゴリー枠は中止します。

5）助成件数

20〜30件程度
6）助成金の使途　
助成金は活動助成金により構成されます。

　　　　（活動助成金）

活動を推進する上で必要な費用です。
　　7）助成期間

2020年10月1日～2021年9月30日
8）継続助成

前年の助成の目的を達しつつあり、さらなる助成により発展が

期待される活動に対して、各段階への応募と選考により継続的な助成を行います。

４　選考方法　　　　　

選考は応募書類に基づく書類選考とし、選考委員会において、以下の選考基準に基づいて行います。選考の過程で、面接、追加資料の提出、団体責任者への問い合わせなどのご協力をお願いする場合があります。

（選考基準）

・意欲性　　意欲のある多様な人々の参加する活動であるか

・地域性　　地域に根ざした活動であるか

・社会性　　社会に目を向けた活動であるか

・先駆性　　独自性、新しい試みのある活動であるか

・公開性　　その過程や成果が公開される活動であるか

・発展性　　継続して行われ発展が期待できる活動であるか
三密行動「密閉・密集・密着」を伴う活動を極力避けた先駆的な活動を優先します。
５　選考結果

選考結果は、2020年9月25日までに、全ての応募者に文書で連絡します。

６　助成の決定後の助成金の支払い

1） 活動助成金は2020年10月上旬までに（事業開始時）助成金の半額支払い、原則として、事業の中間時以降半額支払う。
2） 国および地方公共団体等から、活動自粛要請が継続的に発令されている等の理由により、活動を停止、縮小、延期せざるを得ない場合は、助成金の返還請求（一部もしくは全部）、支払いの繰り延べをすることがあります。

７　応募書類受付期間

2020年6月10日〜7月31日（当日消印有効）

　　　　

８　応募要項・応募用紙の入手方法

応募要項・応募用紙は、当財団ウェブサイトよりダウンロードできます。

　　URL：ys-ichiba.org/
財団助成金交付要綱（Word・PDF）

  　助成金応募要項（Word・PDF）

助成金交付申請書関係書類一式（Word・PDF）

９　応募用紙の送付・問い合わせ
応募書類とそのコピー2部の計3部を下記までご郵送下さい。（郵送のみ、持参不可）。
なお、ご送付いただいた応募書類は複写して使用しますので、ホチキス止め、両面コピー、2つ折りはしないでください。
また、お送りいただいた書類は返却致しませんので、コピーをとっていただくなどご注意下さい。
	【応募用紙の送付先】

〒107-0061 東京都港区北青山1丁目2番3号 青山ビル12階
　太陽グラントソントン税理士法人　気付
　YS市庭コミュニティー財団　事務局
電話：03-3325-7254


10　個人情報の取り扱いについて
当財団へ応募を通じて皆様からお預かりする個人情報は厳重に取り扱い、当在団の運営並びに関連する目的に限って使用します。

助成対象となった団体については団体名・代表者名・所在都道府県名・プロジェクト名・助成金額・活動概要・拠点活動場所等を公表させて頂きます。 

その他、当該業務に必要な範囲で一部業務を外部委託する場合を除き、個人情報を応募者の承諾なく第三者に提供することはいたしません。
PAGE  
1

